
企業の社会的責任（CSR）への取り組み

大阪ガスグループは、企業の社会的責任を全うするための役員及び従業員の行動の指針として、2006年4月に「大阪ガスグループ
CSR憲章」を定めました。社長のもと、役員などがCSRに関する活動計画及び活動報告の審議を行う「CSR推進会議」、大阪
ガスグループのCSR活動を統括する役員「CSR統括」のもと、組織長が委員となり組織横断的な調整・推進を行う「CSR委員会」
を設置し、適切かつ積極的な活動の実践に努めています（詳細についてはP45をご覧下さい。）。企業の社会的責任を果たすため、
大阪ガスは、2007年6月に国連グローバル･コンパクト（GC）に日本の公益企業として初めて署名しました。また、2010年に
続いて2011年も、大阪ガスが提出したGCに関する報告書（COP：Communication on Progress）が優れているとして、国連
の責任投資原則（PRI）を支持する投資家たちから「Leaders｣に選ばれています。

SRIインデックスへの組み入れ状況
大阪ガスは、2012年3月末時点で、以下の社会的責任投資
（SRI）関連インデックスに組み入れられています。

Dow Jones Sustainability 
Asia Pacifi c Index

Ethibel Pioneer 
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FTSE4Good Index Series MSCI Global Climate Index

ECPI Ethical Index Global 
（E.Capital Partners Indices）

モーニングスター社会的責任
投資株価指数

CSRに関する外部評価（2012年3月期）
媒体 大阪ガスに対する評価

FTSE4Good ESG レーティング　
（2011年4月） 日本企業14社のうちの1社に選定

カーボン・ディスクロージャー・
プロジェクト
（2011年10月）

気候変動関連情報
開示先進企業電力・ガス部門1位

日本経済新聞社
「環境経営度調査」
（2011年12月）

電力・ガス部門総合1位

東洋経済新報社
「CSR企業ランキング2012」
（2012年3月）

31位（1,117社中）

国連「責任投資原則」を代表する
投資家グループが選ぶ国連グローバル･
コンパクト活動報告「Leaders」　
（2012年3月）

日本企業11社のうちの1社に選定

大阪ガスグループ企業行動基準
  人権を尊重し、安心・快適に働ける職場を実現します。
  法令を遵守し、良識に従い業務を遂行します。
   グローバルな事業活動において、各国・地域の法令、
  人権に関するものを含む国際規範を尊重します。
  地球環境に配慮して行動します。
  公正な取引・競争を行います。
   安全で高品質な商品・サービスを適正な価格で提供し、
  お客さま満足の向上に努めます。

   関係先・取引先との交際は、節度を守り良識の範囲で
  行います。
   情報の価値・重要性を正しく認識し、適正に取り扱い、
  公開します。
  反社会的勢力との関係を遮断します。
  適正な納税と経理処理を行います。
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CSRの取り組みについての概念図

経営理念「価値創造の経営」
「大阪ガスグループCSR憲章」
「大阪ガスグループ企業行動基準」ISO26000、

国連グローバル・コンパクトなど

社会情勢

長期経営ビジョン・中期経営計画「Field of Dreams 2020」

CSRに取り組む基盤

「CSR指標」による見える化・取り組み推進

大阪ガスグループの取り組み
2012年3月期の重点課題

•お客さま満足の向上と低炭素社会実現への貢献
•成長投資・事業拡大
•安定供給・保安の確保、CSR
•スマートワークへの取り組み

震災を受けての取り組み
節電・電力ピークカット、地震対策、被災地支援

社会の期待を把握する手段
・読者アンケート
・従業員アンケート
・有識者の意見
・ステークホルダーとの対話

Webサイトでの報告

冊子での報告
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